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1. 調査団員・氏名 
 

 現地調査時（2008 年 3 月 10 日～2008 年 5 月 27 日） 
氏  名 担  当 所  属 

木藤 耕一 総括 独立行政法人国際協力機構 無償資金協力部 
業務第一グループ 運輸交通・電力チーム長 

村山 博司 計画管理 独立行政法人国際協力機構 無償資金協力部 
業務第一グループ 運輸交通・電力チーム 

片桐 英夫 業務主任／道路計画 日本工営株式会社 

山下 佳久 業務主任代理 日本工営株式会社 

スタピット ナレシュ 道路設計（道路工） 日本工営株式会社 

岩本 一平 道路設計（付帯工） 日本工営株式会社 

早川 知邦 構造設計 日本工営株式会社 

中村 二三雄 自然環境調査 日本工営株式会社 

今井 秀樹 環境社会配慮 日本工営株式会社 

上山 浩明 施工計画／積算 日本工営株式会社 

新開 弘毅 照査技術者 日本工営株式会社 

 

 環境社会配慮調査時（2008 年 7 月 23 日～2008 年 8 月 1 日） 
氏  名 担  当 所  属 

神下 高弘 環境社会配慮 日本工営株式会社 

 

 機材調達・ボーリング調査、モニタリング機器設置及び技術協力時 
   （2008 年 8 月 18 日～2008 年 9 月 26 日） 

氏  名 担  当 所  属 

中村 二三雄 自然環境調査 日本工営株式会社   

末武 晋一 自然環境調査 日本工営株式会社 

 

 概要説明時（2008 年 9 月 25 日～2008 年 10 月 4 日） 
氏  名 担  当 所  属 

丹羽 憲昭 総括 独立行政法人国際協力機構 
ネパール事務所長 

坂部 英孝 計画管理 独立行政法人国際協力機構 
資金協力支援部準備室事業調査第一課副主任 

片桐 英夫 業務主任／道路計画 日本工営株式会社 

スタピット ナレシュ 道路設計（道路工） 日本工営株式会社 
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2. 調査行程 
 

２－１ 現地調査時 

日次
総括

木藤　耕一
JICA

計画管理
村山　博司

JICA

業務主任/道路
計画

片桐　英夫
NK

業務主任代理
山下　佳久

NK

道路設計(道路
工)

Sthapit Naresh
NK

道路設計(付帯
工)

岩本　一平
NK

構造設計
早川　知邦

NK

自然条件調査
中村　二三雄

NK

環境社会配慮
今井　秀樹

NK

施工計画/積算
上山　浩明

NK

1 3月6日 木
移動(成田→バ
ンコク)

2 3月7日 金
移動(バンコク
→カトマンズ)

3 3月8日 土
第四・第三工区
視察

4 3月9日 日
移動(成田→バ
ンコク)

第一・第二工区
視察

移動(成田→バ
ンコク)

移動(成田→バ
ンコク)

移動(バンコク
→カトマンズ)

第二工区検査立
会、移動(シン
ズリバザール→
カトマンズ)

移動(バンコク
→カトマンズ)

移動(バンコク
→カトマンズ)

JICA事務所、大
使館、公共事業
計画省道路局表
敬

JICA事務所、大
使館、公共事業
計画省道路局表
敬

6 3月11日 火 道路局協議 道路局協議
移動(成田→バ
ンコク)

7 3月12日 水 道路局協議 道路局協議
移動(バンコク
→カトマンズ)

8 3月13日 木
道路局M/D協
議、署名

道路局M/D協
議、署名

9 3月14日 金 現地踏査準備 現地踏査準備

10 3月15日 土

11 3月16日 日

12 3月17日 月

13 3月18日 火

14 3月19日 水

15 3月20日 木

16 3月21日 金

17 3月22日 土

18 3月23日 日

19 3月24日 月

20 3月25日 火

21 3月26日 水 道路局協議
移動(カトマン
ズ→バンコク

22 3月27日 木
移動(成田→バ
ンコク)

移動(→成田)

23 3月28日 金
移動(バンコク
→カトマンズ)

移動(カトマン
ズ→バンコク

24 3月29日 土 移動(→成田)

25 3月30日 日

26 3月31日 月

27 4月1日 火

28 4月2日 水

29 4月3日 木

30 4月4日 金

31 4月5日 土

32 4月6日 日

33 4月7日 月
移動(カトマン
ズ→バンコク

移動(カトマン
ズ→バンコク

移動(カトマン
ズ→バンコク

34 4月8日 火 移動(→成田) 移動(→成田) 移動(→成田)

35 4月9日 水

36 4月10日 木

37 4月11日 金

38 4月12日 土

39 4月13日 日

40 4月14日 月

道路線形検討

道路線形検討

5

現地踏査準備

施工計画検討

報告書作成

移動(成田→バンコク)

移動(バンコク→カトマンズ)

現地踏査準備

構造物検討

移動(カトマンズ→シンズリバザール)

道路付帯工検討

報告書作成

報告書作成

第三工区現地踏
査

報告書作成

報告書作成

第三工区現地踏
査

第三工区現地踏査

団内協議、現地踏査結果総括 団内協議、現地踏査結果総括

道路局M/D協議、署名

JICA事務所、大使館報告、移動
(カトマンズ→バンコク→)

移動(→成田)

第三工区現地踏査

現地踏査準備

移動(カトマンズ→シンズリバ
ザール)

月日

道路局協議

道路局協議

JICA事務所、大使館、公共事業
計画省道路局表敬

3月10日 月

 
（つづく） 
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日次
総括

木藤　耕一
JICA

計画管理
村山　博司

JICA

業務主任/道路
計画

片桐　英夫
NK

業務主任代理
山下　佳久

NK

道路設計(道路
工)

Sthapit Naresh
NK

道路設計(付帯
工)

岩本　一平
NK

構造設計
早川　知邦

NK

自然条件調査
中村　二三雄

NK

環境社会配慮
今井　秀樹

NK

施工計画/積算
上山　浩明

NK

41 4月15日 火
移動(成田→バ
ンコク)

42 4月16日 水
移動(バンコク
→カトマンズ)

43 4月17日 木

44 4月18日 金

45 4月19日 土

46 4月20日 日

47 4月21日 月

48 4月22日 火

49 4月23日 水

50 4月24日 木

51 4月25日 金

52 4月26日 土

53 4月27日 日

54 4月28日 月
移動(カトマン
ズ→バンコク

55 4月29日 火 移動(→成田)

56 4月30日 水

57 5月1日 木

58 5月2日 金

59 5月3日 土

60 5月4日 日

61 5月5日 月

62 5月6日 火

63 5月7日 水

64 5月8日 木

65 5月9日 金

66 5月10日 土

67 5月11日 日

68 5月12日 月

69 5月13日 火

70 5月14日 水

71 5月15日 木

72 5月16日 金

73 5月17日 土

74 5月18日 日
移動(成田→バ
ンコク)

75 5月19日 月
移動(バンコク
→カトマンズ)

76 5月20日 火
移動(カトマン
ズ→バンコク

道路局協議

77 5月21日 水 移動(→成田)

78 5月22日 木

79 5月23日 金

80 5月24日 土

81 5月25日 日

82 5月26日 月 報告書作成

83 5月27日 火
移動(カトマン
ズ→バンコク

84 5月28日 水 移動(→成田)
移動(カトマン

ズ→バンコク

85 5月29日 木 移動(→成田)

報告書作成

道路線形検討

月日

ステークホル
ダーミーティン
グ視察

報告書作成

報告書作成

現地踏査準備

交通量解析

報告書作成

ステークホル
ダーミーティン
グ視察

道路線形検討

道路線形検討

第三工区現地踏
査

道路付帯工検討

報告書作成

第三工区現地踏
査

報告書作成

報告書作成
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２－２ 環境社会配慮調査時       ２－３ 機材調達・ボーリング調査 
                       モニタリング機器設置及び技術協力時 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

日次
環境社会配慮
神下　高弘

NK

1 7月22日 火 移動(成田→バンコク)

2 7月23日 水 移動(バンコク→カトマンズ)

3 7月24日 木

4 7月25日 金

5 7月26日 土

6 7月27日 日 環境・社会問題対策室協議

7 7月28日 月 道路局協議

8 7月29日 火 JICA事務所報告

9 7月30日 水 道路局協議

10 7月31日 木 道路局協議

11 8月1日 金 移動(カトマンズ→バンコク→)

12 8月2日 土 移動(→成田)

月日

道路局協議

日次
自然条件調査
中村　二三雄

NK

自然条件調査
末武　晋一

NK

1 8月17日 火 移動(成田→バンコク)

2 8月18日 水
移動(バンコク→カトマンズ)
JICA事務所、大使館、公共事業
計画省道路局表敬

3 8月19日 木 団内協議

4 8月20日 金 現地再委託業者協議

5 8月21日 土 移動（カトマンズ→現場）

6 8月22日 日

7 8月23日 月

8 8月24日 火

9 8月25日 水

10 8月26日 木

11 8月27日 金

12 8月28日 土

13 8月29日 日

14 8月30日 月

15 8月31日 火

16 9月1日 水

17 9月2日 木

18 9月3日 金

19 9月4日 土

20 9月5日 日

21 9月6日 月

22 9月7日 火

23 9月8日 水

24 9月9日 木 移動(成田→バンコク)

25 9月10日 金
移動(バンコク→カトマンズ)
JICA事務所、大使館、公共事業
計画省道路局表敬

26 9月11日 土

27 9月12日 日

28 9月13日 月

29 9月14日 火 道路局技術移転

30 9月15日 水 移動（現場→カトマンズ）

31 9月16日 木 報告書作成

32 9月17日 金 移動(カトマンズ→バンコク→)

33 9月18日 土 移動(→成田)

34 9月19日 日

35 9月20日 月

36 9月21日 火

37 9月22日 水

38 9月23日 木

39 9月24日 金

40 9月25日 土

41 9月26日 日 移動(カトマンズ→バンコク→)

42 9月27日 月 移動(→成田)

現地調査・解析

道路局技術移転

現地調査

月日
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２－４ 概要説明時 

 

 

日次
総括

丹羽　憲昭
JICA

計画管理
坂部　英孝

JICA

業務主任/道路計画
片桐　英夫

NK

道路設計(道路工)
Sthapit Naresh

NK

1 9月24日 水 移動(成田→バンコク)

2 9月25日 木
移動(バンコク→カトマンズ)
道路局へ説明

設計精査

3 9月26日 金

4 9月27日 土

5 9月28日 日 移動(成田→バンコク)

6 9月29日 月

移動（ﾊﾞﾝｺｸ－ｶﾄﾏﾝｽﾞ）
日本大使館、JICAネパール
事務所打合せ、道路局へ表
敬と協議

7 9月30日 火

8 10月1日 水

9 10月2日 木

10 10月3日 金

11 10月4日 土 書類整理 移動(カトマンズ→バンコク→) 設計精査

12 10月5日 日 移動（ｶﾄﾏﾝｽﾞ－ﾌﾞｰﾀﾝ） 移動(→成田)

道路局と協議

道路局へ説明

書類整理、情報収集

月日

サイト調査

道路局協議

道路局ミニッツ協議

ミニッツ署名、日本大使館・JICAネパール事務所に報告
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3．関係者（面会者）リスト 
 

1. 公共事業計画省（MOPPW：Ministry of Physical Planning and Works） 

 Mr. Purna Kadariya Secretary 

   

2. 道路局（DOR：Department of Roads） 

 Mr. Tulasi Prasad Sitaula Director General 

 Mr. Ramesh Raj Bista Deputy Director General 

 Mr. Saroj Kumar Pradhan Unit Chief, Road Design Unit 

 Bindu S. Rana Project Manager, Sindhuli Road 

 Shiva Raj Adhikari Engineer 

 飯古 道則 JICA 専門家 

   

3. 在ネパール日本大使館 

 吉野 睦 一等書記官 

   

4. JICA ネパール事務所 

 丹羽 憲昭 所長 

 福田 義夫 次長 

 津守 祐亮 所員 

 Sourab Rana Program Officer 

   

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

４． 討議議事録（Ｍ／Ｄ） 

４－１ 現地調査時 

４－２ 概要説明時 
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４－１ 討議議事録（M/D）（現地調査時） 
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４－２ 討議議事録（M/D）（概要説明時） 
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５． 事業事前計画表（基本設計時） 
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５．事業事前計画表（基本設計時） 

1．案件名 

ネパール連邦民主共和国 シンズリ道路建設計画（第三工区） 

2．要請の背景(協力の必要性･位置付け) 
ネパール連邦民主共和国（「ネ」国）政府は 1956 年に第１次５カ年計画を策定し、現在は暫

定 3 カ年計画（2007 年 7 月～2010 年 7 月）のもとに国家整備が進められている。 
「ネ」国政府公共事業計画省(MOPPW: Ministry of Physical Planning & Works)の道路局

(DOR: Department of Roads)は、3 カ年計画以降の国家目標を念頭に、「ネ」国全土を対象とし

た今後 20 年間の戦略道路網整備計画(Master Plan for Strategic Road Network)を 2005 年 12
月に策定した。この中で本プロジェクトは、最重要路線に該当する具体的な優先プロジェクトの

リストの上位に掲げられ、「ネ」国でも人口密度の高い東部テライ地域と首都カトマンズを結ぶ国

道６号線（H06）とされている。 
「ネ」国の交通運輸体系はその大部分を道路に依存しているため、国家開発計画の達成と国

家経済的な見地から輸送費の軽減を図る上で、既存道路網の改善と新規道路網の進展は重

要な課題である。また、既存道路の問題点の一つとして、カトマンズと南部テライ地域及びインド

を結ぶ事実上 1 本の主要通商ルートであるプリチビ道路が、毎雨期の土砂災害により交通を障

害する危険が高いことと、主要農業生産地である東部テライ地域から極めて大きな回り道である

ことが挙げられる。 

本プロジェクトは、上記の問題解消のため、カトマンズとテライ地域及びインド国境を結ぶ第

二の主要幹線道路として、「ネ」国の安全と経済成長を確かなものとすると共に、交通、特に農

産物輸送、長距離バスの走行距離及び時間の短縮を図り、輸送コストの低減、安定した物流の

確保、併せて沿道の産業振興、社会・経済活動の刺激・活性化及び地域住民の生活の向上に

資するものである。 

3．プロジェクト全体計画概要 

（１）プロジェクト全体計画の目標 

本プロジェクトによって、シンズリ道路建設計画事業の達成を促進し、全線が開通すること

で、移動時間の短縮と交通安全面が向上することにより、物流の安定、産業振興及び地域経済

の活性化と沿道地域住民の生活の向上を図る。 

裨益対象の範囲及び規模：シンズリ道路沿線の住民 117 万人、カトマンズ盆地とネパール東

部地域の 544 万人、バス及びトラックの利用者１日当り 3 万人で

年間１千万人と推定される。 

（２）プロジェクト全体計画の成果 

ア 延長 36.8km、道路標準幅員 4.75m の１車線道路が新設される。 
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イ 河川箇所にはコーズウェイ 12 箇所が設置される。 

（３）プロジェクト全体計画の主要活動 

ア クルコットからネパルトック間の１車線道路を新設する。 

イ 河川箇所にコーズウェイを設置する。 

ウ 道路開通後の維持管理体制を確保する。 

（４）投入（インプット） 

ア 日本側：無償資金協力 99.42 億円 

イ 「ネ」国側：分担工事 1.62 億円 

（５）実施体制 

主管官庁：「ネ」国公共事業計画省(MOPPW: Ministry of Physical Planning and Works) 

実施機関：「ネ」国道路局(DOR: Department of Roads) 

4．無償資金協力案件の内容 

（１）サイト 

「ネ」国ジャナカプール県シンズリ郡 

（２）概要 

標準幅員 4.75m の 1 車線道路を新設するとともに、コーズウェイ 12 箇所の設置 

（３）相手国負担事項 

① 用地の取得と移転家屋の補償 

② 立木伐採の手続きと伐採、搬出、保管の管理 

③ 電話線、電線、電柱及び水道等の既存支障物件の撤去・移設 

④ 環境影響軽減策の実施とモニタリング 

⑤ 集落区間の歩道整備と道路沿線への伐採補償のための植栽 

（４）概算事業費 

概算事業費 101.04 億円（日本側負担 99.42 億円、「ネ」国側負担 1.62 億円） 

（５）工期 

詳細設計・入札期間を含め約 62 ヶ月（予定） 
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（６）貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

① 切土／盛土のり面の高さが小さく、地形に調和した道路の実現を図り、植生工を積極

的に採用する。 

② 工事中における周辺への騒音・振動及び大気汚染影響の軽減策として、1)工事車両

の低速度走行、2)低騒音・低振動型のジェネレーターの使用、3)散水による粉じん飛

散防止を実施する。 

5．外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標達成に関して） 

プロジェクト道路周辺において、想定以上の自然災害が発生しないこと。 

6．過去の類似案件からの教訓の活用 
（１） 第一・第四工区の教訓から毎雨期の土石流による大量の堆積物の排除を伴う維持管

理の困難性を考慮して、コーズウェイ形式を越流型ではなくボックス型とした。 

（２） 第四工区の護岸構造物が洪水に伴う河道湾曲部における想定外の洗掘や水位上昇

により被災した教訓から、洪水時の洗掘に対しては流速に見合う根固め工を計画し、

路面高は河道の湾曲による水位上昇を考慮して設定した。 

7．プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

（１）プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

成果指標 
現状の数値 
（2008 年） 

計画値 
（2015 年） 

走行距離の短縮 
（バルディバス交差点～カトマンズ間） 

333km 189km 

連続通行止め日数（現在までの最大値） 
（テライ平野～カトマンズ間） 

20 日（1993 年） 減少する 

（２）その他の成果指標 
特になし。 

（３）評価のタイミング 
2015 年（プロジェクト完了後 1 年間） 
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